
運 用 指 針

第２条③ 供用までの期間を短縮したことによる費用の縮減

会社の経営努力による費用の縮減内容について

新名神高速道路（亀山ＪＣＴ～甲賀土山ＩＣ）の早期供用
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新名神高速道路亀山ＪＣＴ～甲賀土山ＩＣ位置図
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新名神高速道路 甲賀土山IC～亀山JCTの路線概要

・東西の基幹交通を担う大動脈である名神高速に替わる新たな路線である。

・開通後の交通量は、約３万台/日であり、並行する名神高速の渋滞緩和や沿線地域の活性化に寄与。

新名神高速道路

平成２０年２月２３日供用
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当初の工程計画

P2

工事完成予定を平成２１年３月末として協定を締結

切盛土工４．２万㎥工事①

32112111098765321121110987653211211109876532112111098765

切盛土工４．８万㎥工事②

4

平成１８年度

開通予定時期

その他の区間

4

平成２０年度

4

平成１９年度

4

土地収用法による用地取得工程

平成１７年度

土工、ＴＮ、橋梁工事 舗装、施設工事

完成★

■土地収用法による用地取得での当初工事工程表

切盛土工 舗装・施設

切盛土工 舗装・施設

平成２０年２月頃の用地取得を予定として供用時期を検討

▲
事
業
説
明
会



32112111098765321121110987653211211109876532112111098765

切盛土工４．８万㎥

切盛土工４．２万㎥

工事内容

工事②

4

平成１８年度

開通予定時期

その他の区間

4

平成２０年度
4

平成１９年度
4

工事①

平成１７年度

32112111098765321121110987653211211109876532112111098765

土地収用法による用地取得工程

4

平成１８年度

開通予定時期

その他の区間

4

平成２０年度
4

平成１９年度
4

用地取得対象箇所

平成１７年度

工程短縮の取組み

P3

■早期用地取得での工事工程表

■当初の工事工程表

土工、ＴＮ、橋梁工事
舗装、施設工事

開通★

切盛土工 舗装・施設

切盛土工 舗装・施設

解決▼

解決▼

会社は任意による用地取得を目指して、交渉を継続。
交渉の結果、任意により早期に用地を取得！

工期短縮への取組みの結果、４０２日の早期供用（平成２０年２月２３日供用）
〔上記のコスト縮減以外のメリット〕

・ 早期供用に伴う社会的便益の早期発現

土工、ＴＮ、橋梁工事 舗装、施設工事

完成★

切盛土工 舗装・施設

切盛土工 舗装・施設

▲
事
業
説
明
会



助成金交付における経営努力要件適合性の認定に関する運用指針（抜粋）
第二条 経営努力要件適合性の認定基準
機構は、助成金交付申請をした高速道路会社の主体的かつ積極的な努力による次の各号に掲げる費用の縮減
（適正な品質や管理水準を確保したものに限る。）について、経営努力要件適合性の認定を行うものとする。

③供用までの期間を短縮したことによる費用の縮減

P4

経営努力要件適合性の認定について

早期の用地取得に向け粘り強く交渉した結果、任意で用地を取得したことにより、

供用までの期間を短縮したものである。

運用指針第２条第１項第３号に該当

供用までの期間を４０２日間短縮したことによる
建設中一般管理費及び建設中金利の縮減

会社の経営努力による
ものであると認定


